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要  約 

令和 3 年(2021)1 月に中央教育審議会より「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を

引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」の答申が為された。ここでは,今の学校教育課題への対応を｢子

どもの側に立ち，子どもを主語にする」という学ぶ側からの視点で捉え直し，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

通じて，全ての子どもの可能性を引き出すことが目指されている。 
体育は運動・スポーツが中核となり，それらを行うのに必要な合理的な体の動かし方や運動の仕方である運動技術

や戦術が，子どもの学習対象となる。その体育学習においても，これら 2 つの学びの具体を模索していくことが求めら

れる。 
「個別最適な学びと協働的な学び」は，どちらも学習(授業)方法論であるため，確実な学習成果を念頭にその過程が

検討されるべきである。教師はこの方法論を採用することよって，子どもの学びを傍観することに終始するのではなく，

その中で，必要且つ適切な指導・援助・助言を子どもたちに働きかけていくべきである。 
本稿では，これまで体育授業で実践されてきた個人運動・集団運動の授業づくりを踏まえながら，子どもたちの技能

保証を前提とする体育における「個別最適な学びと協働的な学び」について，小学校 6 年生の水泳運動･平泳ぎ習得に向

けた学習プログラムを組み込んだ授業実践から得られたデータを示し，その成果の一端を報告した。 
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１ はじめに 

既に平成 29 年(2017)7 月※高等学校は平成30年 に示された学

習指導要領解説冒頭の｢改定の経緯｣には，現在は予測

困難な時代であると謳われている。これを受けて，令和

3 年(2021)1 月に中央教育審議会より「『令和の日本型学

校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を

引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」

の答申が為された。この答申では,今の学校教育課題への

対応を｢子どもの側に立ち，子どもを主語にする」という

学ぶ側からの視点で捉え直し，「個別最適な学び」と「協

働的な学び」を通じて，全ての子どもの可能性を引き出

すことが目指されている。 
｢個別最適な学び｣とは，これまでも使用されてきた｢個

に応じた指導｣を学習者の視点から整理した用語であり，

児童生徒が自己調整をして自分に合った学びを作りだし

ていける，自律的な学習者の育成が重要視されていると

いう(溝上．2021)。また，｢協働的な学び｣とは，個別最

適な学びを推進する中で起こりうる，子どもの学習の孤

立化を防ぐものとしての側面を示し，個別最適な学びを

推進する上で欠かせないものとして強調されているとい

う(中山．2020)。文科省･初等中等教育局教育課程課

(2021)からは｢『個別最適な学び』と『協働的な学び』の

一体的な充実｣が公表されている(図 1)。 
 
体育は，すべての子どもたちが，生涯にわたって運動

やスポーツに親しむのに必要な素養と健康・安全に生き

ていくのに必要な身体能力，知識などを身に付けること

がねらいとされる(中教審．2005)。具体的な学習場面に

おいては，運動・スポーツを中核とし，それらを行うの

に必要な合理的な体の動かし方や運動の仕方である運動

技術や戦術が対象となって，｢知識・技能｣｢思考力・判

断力･表現力｣｢学びに向かう力｣といった能力としてバラ 
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表 1 個別最適な学びの内的要素(中教審答申概要.2021 をもとに，筆者が整理) 

図 1 ｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣の一体的な充実のイメージ(文部科学省初等中等教育局教育課程課.2021) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ンスよく身に付けることが目指される(佐藤．2011)。今

回新たに示された 2 つの学びの姿については，この体育

学習においても，その具体を模索していくことが求めら

れる。 
本稿では，これまで体育授業で実践されてきた個人運

動・集団運動における授業づくりを踏まえ，子どもたち

の技能保証を前提とした体育における「個別最適な学び

と協働的な学び」の一端を顕すため，小学校 6 年生の水

泳運動･平泳ぎ習得に向けた授業実践から得られたデー

タを示すことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 体育における「個別最適な学びと協働的

な学び」とは 

（１）個別最適な学びと協働的な学びの概念整理 

繰り返しになるが,「個別最適な学び」とは,これまでも

学習指導要領において位置づけられてきた，個に応じた

指導を学習者の視点から整理した概念である。ここでは，

指導の個別化と学習の個性化の二つに整理し，子どもが

学習の進度や方法などを自己調整しながら学習を進めて

いけるように指導する必要性が示されている(表 1)。 
上記の学びが着実に展開されるように，これまで以上

に子どもの学習状況を細かく捉えることに努め，きめ細 
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かく指導・助言することや ICT を使って学習履歴(スタ

ディ･ログ)や生徒指導上のデータ等の活用が重要である

とされている(中教審．2021)。 
一方で，「協働的な学び」は他者の考え方に触れながら

学びを深めていく学習スタイルであり，学習指導要領に

掲げられた「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

て，「個別最適な学び」と連動することで，その効果が発

揮されるという。AI 技術が高度に発達する Society5.0 時

代の中で，知・徳・体を一体的に育むためにさまざまな

リアルな場面(実習や実験，地域活動など)を，異学年間や

他校の子どもも含め，他者と協働しながら経験すること

の重要性が強調されている。ここでは，集団のなかで個

が埋もれてしまわないように，子ども一人一人のよい点

や可能性を生かすことで異なる考え方との組み合わせを

促し，よりよい学びが生み出されるようにすることが求

められている。 

 

（２）体育科教育における研究報告の状況 

｢令和の日本型学校教育｣が公表されて 2 年あまり，こ

れまでに体育科教育においても，個別最適な学び・協働

的な学びについての研究論文が，徐々に発表されている。 

 

｢個別最適な学び｣に関わっては，学校現場における研

究実践も含め，ICT 機器を活用した個別最適な学びを模

索するものが多数を占める。 
河田・山口(2022)は、小学校第 4 学年の跳び箱運動の

授業に際し，1 人 1 台のタブレット端末を用いて手本動

画を活用したり，仲間に動画撮影してもらった自己の運

動をシンキングツールによって活用したりする実践を報

告している。また，助成を受けて研究を推進した雫の会

(2022)は，持久走などに取り組む子どもたちの心拍数を

可視化するために，ハートレートモニターを使った実践

を報告している。これらは，コロナ禍におけるオンライ

ン学習の構築によって加速したGIGAスクール構想の影

響が大きいと思われる。 
 
｢協働的な学び｣に関わっては，子どもたちの「協働の

仕方」に着目した研究報告が散見される。 
西川(2021)は，｢運動の可視化・イメージ化｣｢児童・生

徒の学びに沿ったグループメンバー構成｣｢児童・生徒間

の運動にかかわる対話の重視｣｢わかるとできるを関連づ

ける『考える』学習｣の 4 点を，協働的な学びの特徴とし

て導き出している。そして，松本・近藤(2021)は，学習

者の行動に着目し，授業単元における対象児童らの対話

及び社会的スキルの実態の変容を報告している。 
また，若林・岡野・加納(2022)は，小学校３年生のネッ

ト型ボールゲームの実践における協同的な学びの中で，

ゲーム様相の発達に関わって，プレイ中のハラハラ・ド

キドキ感などを共有し合う情動的かかわりを基底とし，

味方プレイヤーの意図の推測や共有・対戦相手とのさぐ

り合いといった認知的かかわりが，立ち現われてくると

述べている。子どもたちのかかわりが，情動的かかわり

と認知的かかわりの双方が質的に変容したことから，こ

のかかわりの発達過程がボールゲームの学びの深まりと

している。 
ここでは，子どもに相応の教材が用意されていたことが

想像されるものの，ゲームの発達過程を子どものかかわ

り(態度)的側面を中心に捉えていることが，指摘される。 
 

（３）運動・スポ－ツを学ぶ体育における 

「個別最適な学びと協働的な学び」とは 

現在，運動・スポーツを教科内容とする体育学習の「個

別最適な学びと協働的な学び」の在り方についての検証

が，体育科研究の分野において進められている。 
しかし，｢令和の日本型教育｣が示される以前から体育

(各教科)においては，個に応じた指導・協同した学習のど

ちらも行われてきたという実績がある。 
例えば有賀･岩田･中島･駒村(2019)は，小学校における

協同的な学びを生み出す授業を探究するにあたり，子ど

もたちに，わかりやすくやさしいゴール型ゲーム「ラダー

コート・サッカー｣を提供している。ここでは，ゲームの

課題解決に必要な認識学習を促すゲーム記録を工夫し，

それぞれのチームが自分たちの実態・課題・方法認識に

結びつけたかたちで，極めて目的意識的に運動の課題解

決に向けた学習活動が行われたと，報告されている。 
 
日本では，｢協働

．
｣という用語は，1990 年代初め頃には

地方自治の世界で使われ始めたが，教育学では 2000 年

代に入るまでほとんど使用されることはなかったと考え

られる。現在は，中教審・文科省主導の下で｢協働
．
｣が積

極的に使用されているが，体育科教育学においては，こ

の状況が発現する前から｢協同
．
｣的な学習についての研究

が積み重ねられてきた。 

 
協同学習については，古くは 1900 年初頭にはその理

論研究が存在するなど，1980 年代以降の学校教育にあっ
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ても価値のある学習方法として位置づけられてきた。坂

本(2008)は，ジョンソン兄弟(Johnson＆Johnson)の理論

をもとに，協同学習について次のように説明している。

それは｢受動的で競争的な学習を主体的で協力を中心と

したものに変える革新的な学習方法である｣というもの

である。とかく技能や経験といった個人差を考慮しつつ，

他者との関係性を重視して行われる体育学習においては，

まさにうってつけの学習であるといえるだろう。 
友野(2016)は坂本の論考をもとに，「協働学習」は異質

な他者と関係を結び，共通の目標や課題に向けて関係を

構築していく学習であると説明している。このように，

｢協働｣の意味について深く言及した場合，厳密には｢協同｣

とは区分される。それは，｢協同学習｣は メンバーが同質的

な役割を持ち，課題に効率よく取り組む学習であると説明

されるからである。しかし，本稿ではこれまでの研究実践の

成果を尊重し，｢協同｣の学びが深化統合されていくことで

｢協働｣の学びに変容していくという立場で論を進めたいと

思う。つまり，体育科教育における先行研究で使用されてき

た｢協同｣の理念は｢協働｣と凡そ同義であったと判断したい。 

 
その中で，栗田(2018)が，協同学習について｢異なる特

性や背景を持った学習者が小集団で学習をすることに

よって得られる恩恵を，安定化・最大化するための授業

方法論｣と定義している点に注目したい。この授業方法論

という考え方については，過去の事例を参考にして，払

うべき注意点が存在していることに触れておきたい。 
かつて標榜された｢めあて学習｣という授業方法論に対

して，三木(2003)は次のような事柄を問題視したことが

ある。それは，教師は客観的な練習の手順を子どもたちに

示し，それを管理するための授業マネージメント能力が求

められる一方で，覚えるのは子ども自身であるから自得以

外に道はないとして傍観者の態度が取られていたという

点についてである。つまり，技術ポイントとその手順を示

すなどの｢学習活動を効果的にマネージメントする学習指

導｣と，｢運動感覚的な動きを覚えさせるための学習指導｣

との区別がついていないことを指摘していたのである。 
 
現在，求められている「個別最適な学びと協働的な学

び」に関しても，これと同じ思考が求められる。つまり，

「個別最適な学び・協働的な学び」とは，どちらも学習

(授業)方法論であって，確実な学習成果を念頭にその過

程が検討されるべきであろう。西川は，「協働的な学び」

を通じて運動能力・体力の向上，他者と課題解決に向け

て協力して取り組む力，児童・生徒のよりよい人間関係

の形成に成果がもたらされると述べている。また，有賀

らは，子どもの技能学習が自得の世界に陥らぬように，

やさしい教材づくりを図り，その教材の課題性に結びつ

いた学習過程を工夫することによって，協同的な学習の

実現に，有効性を発揮したと報告している。 
 
図 1の｢『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体

的な充実｣にあるように，実際の授業づくりにあたっては，

それぞれの要素が組み合わさって実現されることが多く，

お互いの成果が還元し合っていることを意識する必要が

ある。これまでに発表されてきた論考からは，体育の技

能習得の側面を強調した｢個別最適な学び｣と｢協働的な学

び｣の一体的な構築についての報告が少ないことから，次

節以降，その在り方の一案を事例的に示したいと思う。 

 

３ 技能習得に向けた水泳運動の「個別最適

な学びと協働的な学び」に向けて 

（１）小学校段階の水遊び･水泳運動の学習内容 

小学校学習指導要領(文科省．2017)では,水泳の学習に

関わって表 2のように，領域名と内容の構成が示されて

いる。 
 

表 2 小学校学習指導要領の水泳運動の領域と内容構成 

 

 

 

 
 
 
 
この中で低・中学年には｢もぐる・浮く運動遊び｣が位

置づけられ，泳法の細かな技術指導ではなく，水に対する

感覚や水中での身のこなし方を身に付ける(浜上．2018)
段階であると，理解することが求められる。また，これ

まで泳法習得が中心だった高学年に「安全確保につなが

る運動」が加えられたことは興味深く，水難事故等の安

全教育が導入の背景にあることが推察されるが，ここで

強調される｢浮くこと｣等を通じて，安定した呼吸を身に

付けるという内容は，高学年にあっても｢浮くこと｣の重

要性が再認識されたためであると考えられる。それまで

中学年は｢浮く・泳ぐ運動｣(文科省．2008)と示されてき

たが，今回の学習指導要領では「水泳運動」という領域
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名に変更されている。これは，「浮くこと」と「泳ぐこと」

が分離して捉らえてしまう状況を改善するために，両者

の関連を顕在化させるねらいの名称変更であったと言え

る(高田．2017)。 
 
（２）平泳ぎ習得に向けた学習プログラムの構想

について 

①平泳ぎの習得方法についての検討 

本研究実践では，6 年生の平泳ぎをメインに授業を展

開する。他の泳法に比べ，かえる足と言われる｢キック｣・

ストローク-息継ぎ-キックの｢タイミング」等，運動の課

題性が高いため，認識力が発達してくる 6 年生での学習

効果を期待している。その学習構想については，これま

での先行研究を参考にする(竹内．2021)。 
その概要は以下の通りである。 
キック=かえる足は，足の W 字と親指を外側に向けた

フックの形から，水を踝で挟むようにして，足の内側で

水を捉える感覚と動きを身に付ける。ストロークは，手

の動きを確認し，歩きながら
．．．．．

水の中で動きと感覚をつか

み，息継ぎも合わせて学習する。 
タイミングは｢のびて-かいて-けって｣というリズムの

繰り返しであることを指導する。ドリルメニューの｢コ

ンビネーション｣で，壁に向かい「縮んで-伸びて」とい

う動きを行い，｢縮んで｣の時にかえる足の準備と息継ぎ

を，｢伸びて｣でかえる足キック-けのび姿勢をとる。これ

にストロークをつけていく。陸上や水の中の両方で，繰

り返し確認する。 
やはり重要になるのは，リラックスした状態のけのび

である。浮けることで，水の中でストローク･息継ぎ･

キックをする余裕が生まれ，より易しく泳ぐ学習ができ

るからである。 
 

②技能習得を支えるドリル学習の設定 

水の中での運動時間の確保と,指導の効率化を図るた

めに，水慣れ・ドリル学習・平泳ぎ習得に向けた学習過

程を，協働的な学びを視野にグループで行うことにする。

その中で，個別最適な学びを視野に入れて，体をリラッ

クスさせた状態で浮く・泳ぐ動きや感覚を養うことを企

図し，子ども一人一人にどの方法が効果を発揮するのか

を見極めながら，ドリルメニューを厳選するようにする。

特に，浮く感覚を基礎としてクロールと平泳ぎの習得に

向けた，段階的な運動を取り入れるようにするなど，こ

のドリルを起点とした本格的な泳法の学習を展開する。 

４ 授業実践データおよび学習成果の検討  

（１）授業実践校・実践期間及び単元計画について 

授業実践校・実践期間および単元計画については，以

下のようであった。 
・授業実践校：N 市立 S 小学校 6 年生  

31 名（男子 15 名・女子 16 名） 
・実践期間 ：2023 年 6 月～7 月（全 8 時間） 

 
単元は全 8 時間で構成した。児童のほとんどが水泳運

動の授業を大変楽しみにしており，その期待感を損なわ

ないように留意した授業づくりに力点を置いた。クロー

ルについては 5 年生の時に重点的に扱ったが，平泳ぎに

ついては全く学習機会がもたれなかった。そこで，6 年

生において，その行い方を知るとともにその習得をめざ

し，単元の目標を｢平泳ぎで続けて長く泳けるようになろ

う｣と設定し，授業を展開した。 
既述の通り，学習の効率化の観点に沿って，水慣れか

らグループ学習を展開する。事前アンケートを参考に，ク

ロールにおいて 25ｍ泳げる児童・泳げない児童の混成グ

ループを構成した。また，平泳ぎ習得の追究場面では，技

能習得を保障した個別最適な学びを念頭に置き，続けて

長く泳げるようになるまでの道筋を，｢キック｣｢ストロー

クと呼吸｣｢ストロークとキックのタイミング｣とし，以

下のようにそれぞれステップ 1～3 という形で示した。 
 
ステップ 1：キック 
①陸上でのチェック 
②プールサイドに腰かけて 
③壁につかまって 
④仰向けキック（ビート板をもって） 
⑤うつ伏せキック（ビート板をもって） 
⑥気を付けキック 
 

ステップ 2：ストロークと呼吸 
①腕のかき（陸上で） 
②歩きながら腕をかく 
③呼吸のタイミング 
④補助付きで呼吸練習 
 

ステップ 3：ストロークとキックのタイミング 
①腕と足のタイミングを合わせる 
②２回キック１回プル 
③１回キック１回プル 
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このステップ 1～3 の道筋の中から，子どもたち自身

にとって個別最適なものを選択し，グループ内でアドバ

イスし合うことを通して，協働的な学びと一体化を図り

たいと考えた。その単元展開は表 4 に，1 時間の授業の

時間運用は表 5に示したとおりである。 

 

表 4 本実践の単元展開 

１  オリエンテーション・自分の実力の把握  

２  ドリルの説明→体験  

３  平泳ぎで続けて長く泳ぐための道筋の提示  

４  追究①  

５  追究②  

６  技能チェック①  

７  課題別練習  

８  技能チェック②  

 

表 5 1 時間の授業の流れ 

 

 

 

 

準備体操時に，陸上にて｢クロールの手のかき・息継ぎ・

平泳ぎのタイミング・足の動き｣とともに，プールサイド

での入水直前に，在位姿勢における平泳ぎの足の動きを

確認し，入水後は，ボビングを取り入れている。また，

その後に行うドリルメニューは，以下の通りである。 
 
ドリルメニュー 
①浮く運動（くらげ，伏し，大の字，だるま(図 2)， 
連続だるま，背うき）  

②腕伸ばしバタ足 20 回，壁クロール 20 回， 
かえる足 10 回(図 3)，壁平泳ぎ 10 回  

③けのび(図 4)→クロールで戻る。（繰り返し） 
 
 

 

 

 

 

 

図 2 グループ・だるま浮きドリルの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 グループ・カエル足ドリルの様子 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 グループ・けのびドリルの様子 

 

（２）学習成果の検討 

①実践授業前後の技能評価における変化について 

本研究における学習プログラムの実践前後に，授業実

践者である著者の一人である村松が，実際に泳法チェッ

クを行い，子どもたちの平泳ぎにおける技能レベル評価

を実施した。平泳ぎにおける技能評価レベルについては

4 段階で示すことにし，評価に向けた技能レベルの基準

は，以下のように設定した。 
 

 
｢技能レベル１｣：けのびができていない 
｢技能レベル２｣：けのびはできているが，キックと 

キック-ストロ－クのタイミングが 
できていない 

｢技能レベル３｣：けのび・キックはできているが， 
タイミングができていない 

｢技能レベル４｣：けのび・キック・キック-ストロ－ク 
のタイミングができている 

 
 
実践前後の技能習得レベルの評価は，表 6・図 5 の通

りである。尚，実践クラスは 31 人在籍しているが，本実

践においてデータが取れた児童数は 29人となっている。 
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表 6 実践前後の技能習得レベル 

技能レベル 実践前 (人) 実践後 (人) 

1 11 0 

2 9 11 

3 4 3 

4 5 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 実践前後の技能習得レベル 

 

実践前，技能レベル 1・2 と評価された児童はクラスの

半数以上に上ったが，実践後には減少傾向を示した。ま

た，｢平泳ぎを習得した・若干の課題を残しながらも概ね

習得した｣技能レベル 3・4 の児童は倍加し，特に実践後

のレベル 4 の児童は 3 倍に増加している。 
また，実践前後における評価レベルのスコア(1～4)の

平均は，表 7の通りである。実践前の評価レベル 1・2 を

下位群，評価レベル 3・4 を上位群として示している。ま

た，その結果はｔ検定によって，その有意性を検討して

いる。 

 

表 7 実践前後の評価スコアの変化 

技能レベル 実践前スコア  実践後スコア   

下位群 1.45 2.47 * 有意性 

上位群 3.56 4 * 有意性 

全体 2.1 3.14 * 有意性 

※ｎ＝29              *:ｐ値<0.05 

 

実践前後における評価レベルのスコア平均の変化を見

ると，上位群･下位群ともに増加しており，全体も含めて

有意な増加(妥当なｐ値<0.05)が見られた。これは，ス

テップ 1～3 の学習の道筋とドリル学習を含めた，本実

践における学習プログラムの総体から導き出されたデー

タとして判断することができるだろう。 
 

②児童の実践に関わる意識調査の結果について 

この研究実践終了後，実践に参加した児童を対象にア

ンケート調査を実施した。主な質問項目としては，｢平泳

ぎが泳げるようになるために役に立つと思う(思った)練
習メニューを書き出してください｣というものであった。 
そこから導き出された練習メニューと，それを有効で

あったと考えた児童数を，表 8 にまとめている。 

 

表 8 児童が役立ったと考えた練習メニュー 

練習メニュー   

・壁かえる足 11 人 

・ビ－ト板でかえる足 7 人 

・壁コンビネーション 6 人 

・けのび 3 人 

・歩きストロ－ク 1 人 

・陸上練習 1 人 

 
この結果から，今回，用意された学習プログラムのい

ずれかが，児童一人一人にとって最適なものとなってい

たことがうかがえる。特に，大多数の児童が｢壁に捕まっ

てのかえる足｣が有効であったと答えている。その他，

ビート板を使ったかえる足を含めると，クラスの大半の

児童がこの段階の学習状況にあったことがわかる。実践

後の習得レベルに目を向けると，クラスの半数以上が平

泳ぎという泳法習得の途上で，学習を終えていることが

確認できる。このことから，平泳ぎの習得過程において

は，子どもたちにとって｢かえる足｣というキックの学習

の重要性が改めて浮き彫りになったといえる。また，先

行実践(竹内．2021・岩田．2012)に準えた時には，キッ

クについては所謂｢あおり足｣の発生に対処していく必要

があり，今後はその対処に留意することが求められるだ

ろう。また，｢ストローク｣や｢息継ぎ｣，｢ストローク･息

継ぎ･キックのタイミング｣を課題としていく学習過程が

踏まれていくことが予想される。 
その他，着目したいのは｢けのび｣の有効性を実感して

いる児童であり，｢浮けること｣で水中におけるストロー

ク・息継ぎ・キックといった動作ができそうだという感

覚をもつことができたことが，想像される。 
 
自由記述の欄には｢友達と｣｢グループで｣学習したこと

で，水泳授業が｢楽しかった｣｢好きになった・もっと好き

になった｣｢5 年生の時よりも上手になった｣という回答

が目立った。これは，グループにおいて協働的な学びの
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実現を追究したことによって得られた，子どもたちの意

識形成の結果ではないかと思われる。 

 

５ おわりに 

木原(2016)は，教師の力量形成を｢教師が，各自が直面

する『固有』な成長課題に立ち向かい，『自律的』で『主

体的』に課題を解決しようと格闘する過程｣であると述べ

ている。 

今回の研究実践を終えた時，第 2 著者の村松は次のよ

うに振り返っている。 
 
｢平泳ぎ指導のあり方がよくわかり，加えて，自分の至

らなさも感じた。『来年，もっとこうしたい』という思い

が出てきたので，大変実りのある実践であった。｣ 
 
目の前の，子どもたちのために｢よい授業を提供したい，

力をつけてあげたい，できた－わかったという喜びを味

わってもらいたい｣という願いは教師共通のものであり，

普遍的な授業研究の推進に向かう原動力といえる。教師

自身が，授業実践の中から得た実際の知見と自身の課題

は，その後のよりよい授業づくり・指導力形成に役立っ

ていくものと考えられる。 
 
この方向性と並行して，子どもたちの技能保証を前提

とした体育における「個別最適な学びと協働的な学び」

の実現を求め，水泳運動の平泳ぎ習得に向けた学習プロ

グラムの検討を図った。ここまでの報告を通じて，その

成果の一端を顕すことができたと思われる。特に，｢協働

的な学び｣に関わっては，日々子どもたちが書き記してい

る日記において，その可能性を大いに感じさせる内容が

多く残されていた。このことを最後に示し，本稿の結び

としたい。 
 

【子どもの日記より】 
｢今日は，体育で水泳がありました。でも，今日の水泳

は，いつもと違うやり方でやりました。グループでや

ることです。グループでやったらスムーズにいって良

かったです。グループのみんなで協力しながら，小学

校生活最後の水泳なので，平泳ぎができるようになり

たいです。｣ 
 
｢今日は，体育 水泳ラストでした。最初は，平泳ぎが

できませんでした。でも，この１年で泳げるようにな

りました。最初、平泳ぎは特に泳げませんでした。だ

けど，友達がたくさんコツを教えてくれました。最後

の水泳は楽しかったです。｣ 
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